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大
阪
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
公
害
は

汚
染
源
の
特
定
が
特
徴

令
和
の
公
害
と
言
わ
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
、
ニ

ュ
ー
ス
等
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
１
万
種
類
以
上
あ
る

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
で
、
自
然
界
に
は

存
在
せ
ず
、
人
工
的
に
作
り
出
さ
れ
た
化
学
物

質
で
す
。
分
解
さ
れ
に
く
く
、
蓄
積
し
や
す
い

特
性
か
ら
永
遠
の
化
学
物
質
「
フ
ォ
ー
エ
バ
ー

ケ
ミ
カ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
油
や
水
を

弾
く
た
め
、
工
業
用
品
、
家
庭
用
品
に
幅
広
く

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
焦
げ
付
か
な

い
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
調
理
器
具
、
衣
類
や
家

具
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
包
み
紙

な
ど
や
化
粧
品
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
広
が
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
で
す
が
、
大

阪
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
は
主
に
ダ
イ
キ
ン

工
業
淀
川
製
作
所
（
摂
津
市
）
が
長
年
に
わ
た

り
製
造
し
て
き
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
汚
染
で
あ
る
こ

と
は
、
企
業
側
も
認
め
る
事
実
で
す
。
現
に
ダ

イ
キ
ン
工
業
を
中
心
と
し
て
地
下
水
汚
染
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
、
国
や
府
、
大
阪
市
な
ど

の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
①
）。

ダイキンＰＦＡＳ公害調停にぜひご参加を！ダイキンＰＦＡＳ公害調停にぜひご参加を！
ダイキンPFAS公害調停をすすめる会ダイキンPFAS公害調停をすすめる会
大阪PFAS汚染と健康を考える会　大阪PFAS汚染と健康を考える会　長岡ゆりこ長岡ゆりこ

摂津市および大阪市東淀川区の PFOA 検出値の推移
★地下水・●水路  単位は全て（ng/ℓ）

地点 4・5および地点A・B（摂津市）は大阪府調査

大阪市東淀川区は大阪市調査

東淀川区

神﨑川

安威川

ダイキン

大正川

淀川

摂津市

味生
排水路

地点5 味生排水路
（筋違橋北東）

2007年 31,000

2020年 5,300

2021年 3,000

2022年 2,200

2023年 7,800

2024年 5,700

2025年 9,000

地点4 味生排水路
（大阪高槻線南）

2007年 12,000

2020年 1,900

2021年 440

2022年 170

2023年 920

2024年 2,200

2025年 600

地点A 南別府町

2007年 26,000

2020年 1,380

2021年 1,300

2022年 1,800

2023年 1,600

2024年 1,600

2025年 1,700 地点B 一津屋①

2007年 ー

2020年 22,000

2021年 30,000

2022年 21,000

2023年 26,000

2024年 30,000

2025年 35,000

瑞光
（寺）

2021年 650

2022年 ー

2024年 620

大桐A
（市民農園）

2021年 2,200

2022年 1,100

2024年 840

南江口
（寺）

2021年 4,800

2022年 1,900

2024年 1,900

図①　�摂津市および大阪市東淀川区のPFOA検出値の推
移（長岡プロット）
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Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
日
本
で
規
制
さ
れ
て
い
る
３

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｈ

ｘ
Ｓ
）
の
一
つ
で
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
中
で
最
も
毒

性
が
強
い
物
質
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
は
、
①
企
業
由
来
の
汚
染
、

②
米
軍
基
地
・
自
衛
隊
な
ど
泡
消
火
剤
の
汚

染
、
③
産
業
廃
棄
物
な
ど
に
よ
る
汚
染
、
に
大

き
く
分
類
さ
れ
ま
す
。
①
企
業
由
来
で
は
、
◆

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
製
造
企
業
︙
︙
大
阪
の
ダ
イ
キ
ン
工

業
や
デ
ュ
ポ
ン
社
テ
フ
ロ
ン
部
門
の
子
会
社

「
三
井
ケ
マ
ー
ズ
フ
ロ
ロ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
」
が
あ

る
静
岡
市
清
水
区
な
ど
、
◆
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
使
用
企

業
︙
︙
繊
維
業
、
塗
装
・
印
刷
業
、
台

所
用
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
特
に
洗
浄
剤
と
し
て
も
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

を
使
用
す
る
半
導
体
企
業
の
周
辺
で
は

汚
染
が
深
刻
、
と
い
う
状
況
で
す
。

大
阪
の
汚
染
実
態
を
把
握
し
よ
う

と
、
大
阪
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
と
健
康
を
考

え
る
会
で
は
、
2
０
2
３
年
に
１
１
9

０
人
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
液
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
の
先
駆
者

で
あ
る
、
小
泉
昭
夫
京
大
名
誉
教
授
、

原
田
浩
二
京
都
府
立
大
学
教
授
（
当
時

は
京
大
准
教
授
）
と
ご
一
緒
に
取
り
組

み
、
そ
の
後
も
追
加
調
査
を
重
ね
て
１

３
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
調
査
結

果
の
特
徴
を
３
点
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
つ
目
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
淀
川
製

作
所
が
建
つ
摂
津
市
一
津
屋
付
近
に

長
年
居
住
し
、
地
元
野
菜
を
食
べ
て
い

た
方
が
、
地
元
野
菜
摂
取
な
し
の
方
よ

り
明
ら
か
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
血
中
濃
度
が

高
い
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
（
図
②
）。
2
つ

目
は
、
大
阪
府
内
全
域
で
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
平
均
血

中
濃
度
が
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
。
３
つ
目
は
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
元
・
現
労

働
者
の
中
に
、
間
質
性
肺
疾
患
の
割
合
が
高
か

っ
た
こ
と
で
す
。
間
質
性
肺
炎
は
一
般
に
有
病

率
が
10
万
人
に
10
人
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ダ
イ

キ
ン
工
業
で
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
扱
う
粉
じ
ん
作
業
な

ど
に
従
事
し
て
い
た
方
た
ち
で
は
、
間
質
性
肺

疾
患
が
５
人
中
３
人
に
み
ら
れ
ま
し
た
。
同
会

の
専
門
委
員
会
は
、
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
血
中
濃
度

高
値
と
、
間
質
性
肺
疾
患
の
高
い
割
合
に
は
関

連
が
あ
る
と
い
う
研
究
結
果
を
ま
と
め
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ヘ
ル
ス
誌
に
論
文
を
発
表
し
ま

し
た
。

大
阪
府
へ
要
望
書
と
懇
談
︑

国
政
政
党
へ
の
公
開
質
問
状

大
阪
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
と
健
康
を
考
え
る
会

は
、
府
民
の
健
康
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て

と
、
大
阪
府
へ
①
情
報
公
開
、
②
環
境
対
策
の

実
施
、
③
大
阪
府
が
無
料
血
液
検
査
を
実
施
、

④
内
閣
府
の
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
摂
取
許
容
量
案
」
の

撤
回
申
し
入
れ
な
ど
を
求
め
て
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
府
と
の
懇
談
を
2
回

実
施
し
、
環
境
農
林
水
産
部
、
健
康
医
療
部
が

出
席
し
ま
し
た
。

図②
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「
会
」
か
ら
、
ダ
イ
キ
ン
工
業
の
産
業
廃
棄

物
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
開
示
や
、
ダ
イ
キ
ン
工
業

は
自
社
敷
地
内
の
地
下
水
や
土
壌
対
策
を
行
っ

て
い
る
が
、
周
辺
の
対
策
も
必
要
で
は
な
い
か

と
要
望
。
府
は
「
法
的
根
拠
も
な
い
中
で
、
取

り
組
み
を
自
主
的
に
進
め
て
い
る
」
と
ダ
イ
キ

ン
工
業
を
擁
護
す
る
姿
勢
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
「
摂
津
市
民
の
不
安
に
も
っ

と
応
え
て
、
情
報
を
開
示
し
て
ほ
し
い
」「
安

全
な
野
菜
を
食
べ
た
い
と
作
っ
て
き
た
が
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
の
汚
染
を
知
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い

る
」
と
、
切
実
な
声
を
届
け
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
対
策
を
す
す
め
る
運
動
の
中

で
、
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
超
党
派
で

問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を

よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。
思
想
信
条
を
超
え
て
、

子
ど
も
達
が
安
全
に
く
ら
せ
る
地
域
を
作
る
た

め
に
力
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
、
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
る
毎
日
で
す
。

「
会
」
の
市
民
講
座
で
「
企
業
由
来
の
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
汚
染
に
立
ち
向
か
う
全
国
交
流
会
」
を
実

施
し
た
際
、
参
加
の
み
な
さ
ん
に
国
政
政
党
へ

の
公
開
質
問
状
を
呼
び
か
け
、
全
国
22
団
体
の

連
名
で
実
現
し
ま
し
た
。
日
本
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
規

制
値
の
強
化
や
、
大
規
模
な
環
境
影
響
評
価
・

血
液
検
査
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
求

め
、
５
つ
の
政
党
か
ら
「
予
防
原
則
に
則
り
規

制
の
強
化
が
必
要
」「
国
主
導
に
よ
る
水
・
土

壌
な
ど
の
広
域
調
査
と
汚
染
源
の
特
定
、
情
報

公
開
が
必
要
」「
血
液
検
査
は
、
国
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
る
と
と
も
に
、
汚
染
を
出
し
た
企

業
も
責
任
を
も
っ
て
調
査
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
」
な
ど
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

超
党
派
の
取
り
組
み
を
求
め
つ
つ
、
運
動
す

る
私
た
ち
も
全
国
の
連
帯
を
強
め
る
こ
と
が
重

要
と
、
神
戸
・
明
石
、
岡
山
、
静
岡
な
ど
、
汚

染
が
深
刻
な
地
域
同
士
エ
ー
ル
を
送
り
あ
い
、

情
報
を
交
換
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ダ
イ
キ
ン
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
公
害
調
停
が�

�

始
ま
り
ま
す

積
み
重
ね
て
き
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
ス
ト
ッ
プ

の
運
動
が
、
い
よ
い
よ
大
き
な
局
面
を
迎
え
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
製
造
者
で
あ
り
、
汚
染

源
と
し
て
知
ら
れ
る
ダ
イ
キ
ン
工
業
淀
川
製
作

所
を
相
手
取
り
、「
公
害
調
停
」
を
申
し
立
て

よ
う
と
、
12
月
13
日
に
「
ダ
イ
キ
ン
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

公
害
調
停
を
す
す
め
る
会
」
が
発
足
し
ま
し

た
。「

公
害
調
停
」
は
訴
訟
と
は
異
な
り
、『
話
し

合
い
』
で
解
決
を
は
か
る
公
害
紛
争
処
理
制
度

で
す
。
申
請
人
が
大
阪
府
公
害
審
査
会
に
申
し

立
て
を
行
い
、
公
害
審
査
会
が
指
定
す
る
３
人

（
法
律
・
公
衆
衛
生
・
産
業
技
術
等
の
学
識
経

験
者
が
内
容
に
応
じ
て
指
名
さ
れ
る
）
が
調
停

委
員
と
な
り
ま
す
。
今
回
で
い
え
ば
、
私
た
ち

（
申
請
人
）
と
ダ
イ
キ
ン
工
業
（
被
申
請
人
）

の
間
に
調
停
委
員
が
立
っ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

に
つ
い
て
公
式
に
話
し
合
う
場
を
設
け
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
企
業
で
あ
る
ダ
イ
キ
ン
工
業
に
、
個
人
の

私
た
ち
が
話
し
合
い
を
求
め
て
い
く
わ
け
で
す

か
ら
、
申
請
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
声
を
あ

げ
な
い
と
相
手
に
し
て
も
ら
え
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。「
象
に
ア
リ
が
立
ち
向
か
う
よ
う

な
も
の
」
な
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
声
は
小
さ

く
と
も
１
０
０
０
人
以
上
の
申
請
人
が
集
ま
っ

て
申
し
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
申
請
人
の
思
い
を
束
ね
て
く
だ
さ
る

の
は
、
池
田
直
樹
弁
護
団
長
、
望
月
康
平
事
務

局
長
を
中
心
に
、
ベ
テ
ラ
ン
・
若
手
の
弁
護
士

さ
ん
た
ち
８
人
の
弁
護
団
で
す
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚

染
に
つ
い
て
学
習
を
重
ね
て
申
請
書
の
文
書
作

成
、
地
域
で
開
か
れ
る
学
習
説
明
会
の
講
師
な

ど
、
日
夜
忙
し
く
走
り
回
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
公
害
調
停
で
は
ま
ず
①
ダ
イ
キ

ン
工
業
が
持
っ
て
い
る
一
切
の
資
料
開
示
、
②

継
続
的
な
環
境
調
査
・
健
康
調
査
、
③
住
民
参

加
の
協
議
会
に
よ
る
汚
染
対
策
・
被
害
者
補
償

の
枠
組
み
を
作
る
、
の
３
点
を
要
望
し
ま
す
。
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公
害
調
停
に
あ
な
た
も
ご
参
加
を

今
回
の
公
害
調
停
に
参
加
す
る
申
請
人
は
、

ダ
イ
キ
ン
工
業
淀
川
製
作
所
が
出
し
た
水
質
汚

染
・
地
下
水
汚
染
・
大
気
汚
染
等
の
環
境
被
害

・
健
康
被
害
を
心
配
す
る
、
直
接
被
害
を
被
っ

た
と
感
じ
て
い
る
方
々
が
対
象
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
以
前
近
く
に
住
ん
で
い
た
と
か
通
っ
て
い

た
と
い
う
方
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。「
家
族
が
ダ
イ
キ

ン
に
勤
務
し
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
先
祖

代
々
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

双
方
円
満
に
」「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
中
濃
度
が
高
か

っ
た
の
は
、
学
童
の
指
導
員
と
し
て
堤
防
を
走

り
回
っ
て
い
た
時
に
大
気
汚
染
の
影
響
を
受
け

た
か
ら
で
は
な
い
か
」「
浄
水
器
を
つ
け
た
が
、

血
中
濃
度
が
下
が
ら
な
い
」
な
ど
、
様
々
な
思

い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
分
も
対
象
に

入
る
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
申
請
人
に

な
っ
て
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
！

ま
た
、
公
害
調
停
は
あ
く
ま
で
、
双
方
の
信

頼
関
係
の
上
に
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
前
提
な
の
で
、
当
事
者
で
あ
る
申
請
人
以
外

に
は
公
開
し
な
い
情
報
が
出
て
き
ま
す
。
タ
イ

ム
リ
ー
に
情
報
を
知
り
得
た
い
方
も
、
ぜ
ひ
申

請
人
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。申

請
人
、
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
登
録
用
紙
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
今

後
い
ろ
い
ろ
な
情
報
も
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
注
目

く
だ
さ
い
！

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
2
０
2
５
年
12
月

23
日
に
、
大
阪
府
の
公
害
審
査
会
に
８
０
３
人

の
申
請
人
と
８
人
の
弁
護
団
で
申
請
書
と
委
任

状
を
提
出
し
ま
し
た
（
写
真
）。
第
１
回
目
の

調
停
日
は
、
春
ご
ろ
に
な
り
そ
う
で
す
。
そ
れ

ま
で
に
さ
ら
な
る
申
請
人
を
組
織
し
、
2
次
３

次
と
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ダ

イ
キ
ン
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
公
害
調
停
を
支
え
て
く
だ
さ

る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
全
国
（
世
界
各
国
）
ど

こ
か
ら
で
も
、
ど
な
た
で
も
な
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
。
物
心
両
面
で
の
支
援
を
広
く
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

「
１
人
の
１
０
０
０
歩
よ
り
、
１
０
０
０
人

の
１
歩
で
」
を
心
に
、
粘
り
強
く
運
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
手
を
携
え
て
大
き

な
山
を
動
か
す
運
動
を
ご
一
緒
に
！
み
な
さ
ま

の
ご
参
加
を
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。

公害審査会に申請書を提出（12月23日）

ダイキン PFAS公害調停にあなたもご参加を！
ダイキン工業によるPFAS汚染が広がる摂津市・大阪市東淀川区を中心に周辺住民

によって、ダイキン工業に対し公害調停（公式な話し合いの場）を申し立てます。

1000 人規模の申請人を募るとともに、サポーターも大募集します！「ダイキン

PFAS公害調停をすすめる会」への活動支援をよろしくお願いします！

連絡先：ダイキンPFAS公害調停をすすめる会 

〒541-0054 大阪市中央区南本町２丁目１番８号 創建本町ビル２階 大阪PFAS 汚染と健康を考える会 気付

TEL 06-6268-3970（代） FAX 06-6268-3977  携帯 090-8376‐１２１５（長岡）

あなたもご参加を！
汚染
は
イヤ

■参加方法②
サポーターになろう！
◆ダイキン PFASPFAS 公害調停公害調停に、に、 賛同賛同するする方、応援方、応援 したした
いと 思っていただいたっていただいた 方は、 全国全国どこからでも、どこからでも、 ど
なたでも サポーターサポーター になれます。になれます。 物心両面物心両面でのでの支援支援
をよろしくお 願いします！いします！

◆サポーター の役割役割は…は…
寄付金・ カンパカンパ は一口一口 10001000 円円からから募集募集しています。しています。
活動資金がないがない中、弁護団中、弁護団 も含め自主的自主的に動いていいてい
るのが現状現状です。ぜひです。ぜひ 多くのくの 援助援助をおをお願いします。いします。
報告集会へのへの参加参加や、すすめるや、すすめる 会のニュースニュース 配布配布な
ど公害調停公害調停を知らせるらせる 活動活動に積極的積極的にごにご参加参加くださくださ
い！（ ウラウラウラ面がサポーターサポーター 登録用紙登録用紙です）です）

■参加方法①
申請人になろう！

◆ダイキン工業が出した PFAS 汚染に対し、自分
の不安や思いがあれば、申請人になれます。

◆淀川製作所が出した水質汚染・地下水汚
染・大気汚染等の環境被害・健康被害を心
配する方々が対象です。周辺住民・以前住
んでいた・通勤している…などでも OK！
（申請人の参加費は２０００円です）

◆申請セットのお申し込みは下記連絡先
にお願いします

おおさかの住民と自治 2026年　月号2


